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CASA新聞

値下げ 横ばい 値上げ表示説明

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・

市況状況 ラワン構造用12㎜ ・ ・ ・

針葉樹12㎜3×6 ・ ・ ・

国
土
交
通
省
、
経
済
産

業
省
、
環
境
省
は
10
月
20

日
、
２
０
２
３
～
24
年
度

に
実
施
し
た
補
助
事
業
「

住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
４
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
利
用
し

た
事
業
者
の
情
報
が
漏
洩

し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
現
時
点
の

速
報
値
で
、
１
万
６
９
５

０
事
業
者
、
２
万
３
９
１

８
人
の
個
人
情
報
（
法
人

の
代
表
者
の
氏
名
と
肩
書
、

個
人
事
業
主
の
氏
名
と
住

所
、
補
助
金
担
当
者
の
氏

名
と
部
署
、
役
職
、
業
務

で
用
い
て
い
る
住
所
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）
が
漏
洩
し
た
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
４

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
国
土
交

通
省
の
子
育
て
エ
コ
ホ
ー

ム
支
援
事
業
、
環
境
省
の

先
進
的
窓
リ
ノ
ベ
２
０
２

４
事
業
、
経
済
産
業
省
の

給
湯
省
エ
ネ
２
０
２
４
事

業
と
賃
貸
集
合
給
湯
省
エ

ネ
２
０
２
４
事
業
の
総
称
。

情
報
漏
洩
の
可
能
性
は
、

補
助
事
業
の
事
務
局
で
あ
る

博
報
堂
が
、
事
業
者
か
ら
の

補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け

る
た
め
に
運
営
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
に
外
部
か
ら
不
正
操

作
が
あ
り
、
登
録
さ
れ
て
い

る
事
業
者
の
情
報
が
漏
洩
し

た
可
能
性
が
あ
る
と
の
報
告

を
受
け
て
判
明
し
た
。

現
時
点
で
、
補
助
事
業
を

利
用
し
た
消
費
者
の
個
人
情

報
の
漏
洩
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
現
在
実
施
中

の
住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
６
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
ほ
か
の

年
度
に
実
施
さ
れ
て
い
る

同
種
の
補
助
事
業
に
関
す

る
登
録
事
業
者
情
報
の
漏

洩
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

被
害
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
現
在
す
べ
て
の
シ

ス
テ
ム
機
能
が
停
止
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
シ
ス
テ

ム
機
能
の
点
検
と
再
発
防

止
策
を
講
じ
た
後
に
、
官

僚
実
績
報
告
の
受
付
等
に

必
要
な
シ
ス
テ
ム
機
能
に

限
り
再
開
す
る
予
定
だ
。

博
報
堂
で
は
、
漏
洩
し
た

原
因
や
詳
細
な
被
害
状
況

を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

情
報
漏
洩
の
可
能
性
が
あ

る
登
録
事
業
者
へ
個
別
に

謝
罪
と
注
意
喚
起
の
連
絡

を
行
な
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
、
経
済
産

業
省
、
環
境
省
は
、
漏
洩

の
可
能
性
が
あ
る
事
業
者

の
情
報
が
、
な
り
す
ま
し

や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
メ

ー
ル
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
メ

ー
ル
の
送
信
等
に
悪
用
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

不
審
な
メ
ー
ル
を
受
信
し

た
場
合
は
、
添
付
フ
ァ
イ

ル
を
開
い
た
り
、
本
文
中

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
リ
ン
ク
を
ク
リ

ッ
ク
し
た
り
せ
ず
、
メ
ー

ル
ご
と
削
除
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
登
録
事
業
者

お
よ
び
補
助
事
業
を
利
用

し
た
消
費
者
向
け
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
た
。

▽
住
宅
省
エ
ネ
２
０
２

４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

＝
電
話
０
５
７
０
・
０
６

２
・
０
６
５
、
Ｉ
Ｐ
電
話

は
０
５
０
・
３
５
２
４
・

７
２
３
２
。

９
月
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
は
６
万
１
８
２
６
戸

（
前
年
同
月
比
２
・
７
％

減
）
で
、
３
月
以
来
６
カ

月
ぶ
り
の
減
少
と
な
っ
た
。

国
土
交
通
省
は
、
単
月
の

み
で
減
少
傾
向
が
続
く
と

の
判
断
は
で
き
な
い
が
、

聞
き
取
り
で
は
８
月
の
政

策
金
利
上
昇
を
受
け
て
消

費
者
の
住
宅
取
得
意
欲
が

一
段
と
低
下
し
た
と
の
声

が
あ
り
、
今
後
も
注
視
し

て
い
く
と
の
認
識
を
示
し

た
。
総
戸
数
は
減
少
し
た

が
、
木
造
は
貸
家
が
前
年

同
月
比
５
・
８
％
増
、
分

譲
が
同
５
・
９
％
増
に
伸

び
た
こ
と
で
木
造
全
体
も

２
・
３
％
増
と
な
り
、
総

戸
数
に
占
め
る
木
造
率
は

66
・
３
％
で
前
月
比
４
・

７
㌽
上
昇
し
た
。

利
用
関
係
別
も
持
ち
家

が
１
万
７
６
４
８
戸
（
同

３
・
４
％
減
）
、
貸
家
が

２
万
８
０
４
６
戸
（
同
１

・
６
％
減
）
、
分
譲
が
１

万
５
６
８
８
戸
（
同
４
・

５
％
減
）
で
す
べ
て
６
カ

月
ぶ
り
の
減
少
と
な
っ
た
。

分
譲
の
減
少
は
マ
ン
シ

ョ
ン
が
前
年
同
月
比
21
・

２
％
減
と
５
カ
月
ぶ
り
の

減
少
で
大
幅
に
落
ち
込
ん

だ
た
め
で
、
木
造
の
多
い

分
譲
戸
建
て
は
同
６
・
１

％
増
で
６
カ
月
連
続
で
増

え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
木

造
分
譲
の
増
加
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

貸
家
も
、
減
少
の
要
因

は
公
的
資
金
に
よ
る
貸
家
が

同
29
・
１
％
減
と
先
月
の
増

加
か
ら
再
び
減
少
に
転
じ
た

た
め
で
、
民
間
資
金
に
よ
る

貸
家
は
同
１
・
４
％
増
で
６

カ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

木
造
全
体
は
４
万
９
８
５

戸
（
同
２
・
３
％
増
）
で
、

工
法
別
で
は
在
来
が
３
万
１

１
３
１
戸
（
同
３
・
７
％
増

）
、
木
質
プ
レ
ハ
ブ
が
８
５

６
戸
（
同
13
・
８
％
減
）
、

２
×
４
が
８
９
９
８
戸
（
同

０
・
４
％
減
）
と
な
っ
た
。

木
造
の
堅
調
は
在
来
が
け
ん

引
す
る
状
況
で
、
木
質
プ
レ

ハ
ブ
の
落
ち
込
み
が
目
立
つ
。

２
×
４
は
７
月
以
降
３
カ
月

連
続
の
減
少
と
な
っ
た
が
、

９
月
は
主
軸
の
貸
家
が
同
０

・
５
％
増
と
上
昇
に
転
じ
た

こ
と
で
、
ほ
ぼ
前
年
同
月
の

名
古
屋
地
区
内
で
は
伐

り
旬
に
入
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
原
木
市
場
で
は
桧
・

杉
の
尺
上
以
上
の
大
径
良

材
の
引
き
合
い
が
強
く
、

高
値
が
つ
い
て
い
る
。
た

だ
、
実
需
の
弱
さ
や
若
干

の
円
高
に
よ
る
先
高
観
か

ら
、
製
品
は
国
産
材
、
外

材
と
も
に
値
上
げ
が
難
航

し
て
い
る
。

国
産
材
原
木
に
つ
い
て

大
手
市
場
は
、
大
径
良
材

の
引
き
合
い
が
強
い
半
面

並
材
が
売
り
づ
ら
い
と
話

し
、
価
格
上
昇
は
な
い
。

９
月
の
集
荷
遅
れ
は
今
後

徐
々
に
解
消
さ
れ
る
と
予

想
さ
れ
る
。

国
産
材
製
品
は
、
羽
柄

材
は
Ｗ
ウ
ッ
ド
か
ら
杉
の

以
降
が
進
ん
で
い
る
が
、

住
宅
用
桧
ム
ク
構
造
材
は

代
替
材
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
大
手
市
場
浜
問
屋
は
、

実
需
の
伸
び
悩
み
が
続
く

こ
と
に
よ
る
今
後
の
値
下

が
り
を
危
惧
し
て
い
る
。

欧
州
材
製
品
の
Ｗ
ウ
ッ

ド
間
柱
は
、
杉
間
柱
の
供

給
量
が
減
少
し
て
い
る
な

か
で
も
、
円
高
に
よ
る
先

安
観
が
広
が
っ
て
手
当
て

が
進
ま
な
い
。
流
通
量
が

少
な
い
Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成
管

柱
は
、
杉
や
Ｒ
ウ
ッ
ド
集

成
管
柱
へ
の
移
行
が
進
む
。

Ｒ
ウ
ッ
ド
集
成
平
角
は
、

堅
調
な
販
売
や
競
合
材
の

調
達
難
化
で
顧
客
間
の
価

格
差
が
縮
小
し
て
い
る
。

米
材
輸
入
製
品
は
国
内

挽
き
大
手
の
値
上
げ
な
ど

で
価
格
は
強
含
み
基
調
だ

水
準
と
な
っ
た
。

２
０
２
６
年
度
上
半
期
（
４
～

９
月
）
の
総
戸
数
は
37
万
９
０
２

９
戸
（
前
年
同
期
比
11
・
３
％
増

）
と
伸
び
た
が
、
過
去
10
年
で
２

番
目
に
低
い
水
準
と
な
っ
た
。

季
節
調
整
済
年
率
換
算
値
は
71

万
４
０
０
０
戸
（
前
月
比
５
・
２

％
減
）
で
３
カ
月
連
続
の
減
少
。

が
、
価
格
を
上
げ
き
れ
て
い
な
い
。

Ｓ
Ｐ
Ｆ
２
×
４
材
は
、
供
給
側
が

新
材
に
つ
い
て
値
上
げ
姿
勢
。
米

ツ
ガ
や
米
松
の
ク
リ
ア
材
は
品
薄

が
続
く
。

国
産
材
針
葉
樹
構
造
用
合
板
は
、

夏
場
以
降
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の

受
注
増
加
で
期
待
さ
れ
て
い
た
秋

需
は
見
ら
れ
な
い
。
メ
ー
カ
ー
は

10
月
か
ら
の
値
上
げ
を
打
ち
出
し
、

価
格
の
底
上
げ
を
狙
っ
た
が
、
現

状
は
強
含
み
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
、

引
き
合
い
は
堅
調
。


